
ＺＥＨ普及のための第三者事業者によるPPAビジネスの課題

◆第三者事業者が「電気料金以下の料金設定」にできるビジネスモデルが重要

◆3つのポイント：①長期融資、②余剰売電価格、③機器のコスパ

電気料金
29円/kwh

従量料金*1

26円/kwh

*1 関西電力 従量電灯A 第2段階 25.8円/kwh

*2 2019年11月現在

再エネ賦課金*2

3円/kwh

PPA料金

機器費用

営業・運用費用

金利

電気料金以下の

設定にすることが重要！

長期融資先の確保

高い余剰売電価格
余剰売電の制御により

高価格売電単価に設定

需給一体管理

自治体の買取補償

長く使える機器・メンテ体制を

含めた機器のコスパ

第三者所有者のビジネスモデル成立
＋地域との共存共栄（地域政治、奪われる事業者の巻込み）

例) 銀行のESG投資

機器のコスト
パフォーマンス


